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水
墨
画
、
七
宝
焼
き
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
。
い
ず
れ
も
優
劣
つ

け
が
た
い
力
作
ば
か
り
で
、
感

激
し
ま
し
た
。

　
2
階
に
も
展
示
ス
ペ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
、
書
道
、
陶
芸
サ
ー

ク
ル
の
作
品
を
展
示
。
そ
れ
ぞ

れ
練
習
の
成
果
を
存
分
に
振

る
っ
た
、
引
き
込
ま
れ
る
作
品

の
数
々
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
会
場
と
な
っ
た
1
号

館
は
明
る
く
、
受
付
カ
ウ
ン

タ
ー
も
拡
張
さ
れ
「
話
し
や
す

い
！
」
と
感
激
。
来
館
者
が

集
っ
て
、
お
話
が
で
き
る
よ
う

に
と
、
机
の
配
置
も
考
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
来
館
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て

い
る
と
「
今
回
の
記
念
行
事
は
、

例
年
の
イ
ベ
ン
ト
（
中
央
駅
前

　
当
日
、
ま
ず
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
は
、
開
館
を
告
げ
る

元
気
の
良
い
和
太
鼓
の
演
奏
が
始

ま
り
、
来
館
者
の
気
分
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
階
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
福
祉
作

業
所
の
お
店
が
二
店
あ
り
、
美
味

し
そ
う
な
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
の
ほ

か
、
消
臭
や
殺
菌
・
防
菌
・
防
虫

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
竹
酢
液
、

和
紙
の
は
が
き
・
色
と
り
ど
り
の

小
物
な
ど
を
販
売
。
訪
れ
た
お
客

さ
ん
の
目
を
誘
い
ま
す
。

　
1
階
の
展
示
発
表
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
各
サ
ー
ク
ル
や
高
齢
者
ク
ラ

ブ
に
よ
る
作
品
が
、
数
多
く
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
種
類
も
絵
画
、

 中
央
駅
前
地
域
交
流
館
が
開
館

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
行
事
を
訪
ね
て

▲
滑
▼
1
号
館
全
体
が
会
場
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
記
念
行
事
。
各
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
数
々
の
発

表
・
展
示
作
品
が
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た

春
あ
ら
し
去
り
し
あ
し
た
の
青
空
を
そ
が
ひ
に
負
ひ
て
花
桃
の
咲
く

大
　
森
　
　
　
石
塚
　
浩
　

咲
き
終
へ
し
桜
の
花
片
か
た
よ
り
て
寒
き
雨
降
る
舗
道
に
溜
る

小
　
林
　
　
　
小
田
川
芳
子

刈
り
込
み
し
 満
天
星
 萌
え
出
づ
る
若
葉
追
ふ
ご
と
白
き
花
咲
く

ど
う
だ
ん
つ
つ
じ

木
　
刈
　
　
　
道
見
　
優
子

親
を
越
え
わ
が
背
に
並
ぶ
孫
娘
み
せ
た
き
妻
は
す
で
に
世
に
な
し

高
　
花
　
　
　
田
中
　
兵
作

電
車
に
て
声
を
か
け
ら
れ
は
っ
と
す
る
正
札
つ
き
の
靴
を
履
き
ゐ
し

大
　
森
　
　
　
小
林
　
八
重

車
酔
ひ
癒
す
熊
野
の
苔
の
花

岩
　
戸
　
　
　
荒
木
　
コ
ト

か
き
つ
ば
た
水
音
高
く
鯉
跳
ね
て

原
　
　
　
　
今
野
　
　
肇

バ
ス
を
待
つ
児
等
の
一
列
風
薫
る

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
栄
子

さ
ざ
波
の
立
て
ば
植
田
の
苗
隠
れ

大
　
森
　
　
　
中
澤
　
と
し

利
根
の
土
堤
 囀
 り
今
日
も
賑
々
し

さ
え
ず

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

　
旧
「
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
」
が

「
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
」
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
去
る
4
月
　
日
に
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
記
念
行
事

は
、
市
で
は
な
く
、
旧
「
中
央
駅

前
セ
ン
タ
ー
」
を
利
用
し
て
い
た

各
団
体
の
み
な
さ
ん
が
、
力
を
合

わ
せ
て
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
。

　
ま
た
、
一
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
、
昨
年
の
改
修
工
事
で
中
止
に

な
っ
て
い
た
「
中
央
駅
前
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
」
を
復
活
さ
せ
た
イ

ベ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
わ
た
し

を
含
め
、
当
館
を
利
用
し
て
い
る

人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
待
ち
に

待
っ
た
心
弾
む
記
念
日
で
す
。

掲載情報は5月31日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
）
に
比
べ
、
小

規
模
に
な
っ
て
寂
し
い
ね
」
と
い

う
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
記
念
行
事
、
実
は
開
館

に
合
わ
せ
て
短
期
間
で
準
備
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
今
後
充
分
な

準
備
期
間
を
設
け
て
、
か
つ
て
の

「
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」に

劣
ら
な
い
規
模
で
の
開
催
も
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

つ
つ
、
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

市民活動支援センター

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①小林中学生服、長袖とワイシャツ（ズボン2百円、ワイシャツ3百円）②巻き
皮（牛革1千円）③チャイルドシート（2千円）④幼児用木馬（1千5百円）⑤幼
児用足こぎ四輪車⑥アルトサックス（7万円）⑦電子ピアノ（3万円）⑧千葉商
科大付属高校制服⑨額縁⑩男子ランドセル⑪買い物カート⑫水盤。

①シルバニアファミリーのおもちゃ②印西中女子用制服と運動着③しおん幼
稚園男児・女児ジャージ、男児・女児体操服（大きめのサイズ）④天神幼稚園男
児制服、女児制服、ブラウスなど⑤犬用乳母車⑥天神幼稚園制服⑦ベビーカー
（Ａ型もしくはＡＢ型）⑧リカちゃん人形⑨補聴器。

　
み
な
さ
ん
は
「
市
民
活
動
」
と

い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
す
か
。

　
中
に
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

と
混
同
す
る
人
も
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
実
は
「
市
民
活
動
」
と

は
、
市
民
が
互
い
に
協
力
し
、
地

域
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向

か
っ
て
主
体
的
、
自
主
的
に
取
り

組
む
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
開

か
れ
た
活
動
を
い
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
市
民
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
施
設
が
、
今
回
ご
紹
介

す
る
「
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）

で
す
。
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
で

立
ち
上
げ
か
ら
　
年
の
節
目
を

10

迎
え
ま
す
。
現
在
「
中
央
駅
前

地
域
交
流
館
」
2
号
館
2
階

（
中
央
南
1
―
4
―
1
）
に
施

設
を
移
転
。
主
に
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
い
る
市
民
活
動
団
体

へ
の
情
報
提
供
、
活
動
に
関
す

る
相
談
・
支
援
、
会
議
室
・
印

刷
機
な
ど
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
（
印
刷
機
は
有
料
）。

　
今
回
、
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理

者
の
N
P
O
法
人
 C
O
S
M
O
 

コ
　
　
ス
　
　
モ

 S
 サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
理
事
長
の

ス藤
澤
進
氏
、
セ
ン
タ
ー
長
の
山

本
晴
美
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
　
お
二
人
に
よ
る
と
「
移
転
前

は
、
大
森
に
施
設
が
あ
り
ま
し

た
。
4
月
に
移
転
し
た
後
は
さ

ら
に
登
録
団
体
も
増
え
、
よ
り

活
気
が
出
て
き
ま
し
た
」
と
の

こ
と
。
駅
前
と
い
う
立
地
条
件

か
ら
、
仕
事
帰
り
に
所
属
す
る

団
体
の
会
議
に
出
席
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ほ
か
に
も
、
セ
ン
タ
ー
で
は

各
団
体
の
活
動
の
P
R
や
情
報

交
換
を
行
う
「
だ
ん
ご
ま
つ

り
」
を
運
営
し
た
り
、
情
報
誌

「
だ
ん
ご
通
信
」
の
発
行
を

行
っ
た
り
と
、
情
報
発
信
も
。

　
藤
澤
氏
は
「
来
年
の
1
月
に

は
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
情

報
発
信
面
も
、
よ
り
強
化
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
構
想
の

段
階
で
す
が
、
セ
ン
タ
ー
の
サ

ポ
ー
ト
委
員
会
を
設
け
『
地
域

に
貢
献
し
た
い
』
と
い
う
人
た

ち
の
力
を
借
り
、
各
市
民
活
動

団
体
を
支
援
し
た
い
で
す
」
と

今
後
の
目
標
を
語
り
ま
し
た
。

　
今
回
興
味
を
引
か
れ
た
の
は
、

市
民
活
動
団
体
立
ち
上
げ
の
相
談

で
し
た
。セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
れ
か

ら「
市
民
活
動
団
体
を
立
ち
上
げ

た
い
」と
い
う
人
の
た
め
に
、相
談

業
務
も
受
け
付
け
て
い
ま
す（
本

紙
2
ペ
ー
ジ
参
照
）。藤
澤
氏
自
身

も
過
去
、団
体
の
立
ち
上
げ
に
苦

労
し
た
こ
と
が
あ
り
、そ
の
と
き

の
経
験
を
活
か
し
、ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
お
二
人
と
も
「
お
悩
み
の
人
は
、

ま
ず
は
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ

い
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓48 
4
5
0
0
・
胃
碓48 
4
5
1
0
・

■メール i.sh
ie
n
ce
n
te
r@
m
in
o
s

.o
cn
.n
e
.jp

）。

※
開
館
日
は
、
火
～
日
曜
日
（
月

曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
館
。

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
月
・
火

曜
日
が
連
休
）・
午
前
9
時
～
午
後

5
時
（
水
・
土
曜
日
で
事
前
予
約

が
あ
る
場
合
は
午
後
9
時
ま
で
）。

中
央
駅
前
地
域
交

流
館
2
号
館
2
階

（
写
真
上
）に
あ
る

「
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
」

▲センターでは「だんごまつり」の運営
（写真左）や情報誌の作成も

広報レポーター： 吉川   映子 （高花）
よしかわ えいこ

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。


